
                                       
 

うちなーぐち        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

           
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

しーさー 
 

創立２５周年記念号 
「沖縄
おきなわ

語
ご

を話
はな

す会
かい

」 月
ちち

に二
た

回
けーん

集
あち

まぬ勉
びん

強
ちょー

会
い

、品川
しながわ

ぬ大崎
おーさき

 
 
 
 
 

・珊
さん

瑚
ご

礁
しょー

-------------------------------------------------------山路安清 
・此

く

ぬ頃
ぐる

んしぬ色々
いるいる

ぬ思
うむ

い------------------------------五木田秀夫 
・沖縄
うちなー

口
ぐち

ぬ係
かか

わい---------------------------------長谷川トビアス 
・我

わ

っ達
たー

たーりーや軽便
けーびん

鉄道
てつどー

ぬ運転手
うんてんしゅ

------------------内田善子 
        ・沖縄

うちなー

口
ぐち

勉
びん

強
ちょー

さびら-----------------------------------------和田晶子 
・組
くみ

踊
い

見
んー

じゃびたん-----------------------------------------花田匠子 
 
・会報に出てきた語句の説明 
・事務局から 

 
会報の名称を「沖縄語かわら版」から「うちなーぐちかわら版」に変えました 

 
ホームページ⇒ http://www.wwq.jp/p/ 

沖縄語教育支援文庫⇒ http://www.wwq.jp/q/ 

沖縄語を話す会会報 
   第１６号 

  ２０１２年３月２５日発行 
 

 会長 山路安清  
 
事務局（編集室） 
〒215-0031 
川崎市麻生区栗平２丁目２番９－３０３ 
hasama-kuni@nifty.com國吉眞正 
   電話＆Ｆａｘ 044-988-8065 

http://www.wwq.jp/p/
http://www.wwq.jp/q/


 1

珊
さん

瑚
ご

礁
しょー

    「那
なー

覇


言
く

葉
ば

」  山路安清（品川区） 

 

 我
わ

ーが大切
てーしち

にそーる物
むぬ

んかい山口
やまぐち

由幾子
ゆ き こ

ん言
い

み

せーる御
う

方
かた

ぬ書
か

ちみそーちゃる「珊
さん

瑚
ご

礁
しょー

」ん言
い

ー

る書
す

物
むち

ぬあん。 

うん人
ちょ

ー、昭
しょー

和
わ

十
じゅー

六
るく

年
にん

、夫


ぬ那
なー

覇


裁判
さいばん

長
ちょー

んかい成
な

たぐ、島
しま

流
なが

しさったんち、なちかさしがちーなー

佐々木
さ さ き

信綱
のぶつな

先生
しんしー

んかい暇
いま

乞


ーうんぬきたぐ、先
しん

生
しー

や、「あまー、清
ちゅ

ら染物
すみむん

ぬあん言
い

ぐ、春夏
はるなち

秋冬
あちふゆ

良
ゆ

ー味
あじ

わ、是非
じ 

『歌巻
うたまき

』作
ちゅく

りよー。又
また

、うむる御
う

そ

ーし、琉
るー

歌
か

めー帰
けー

来
く

ーわ。」ん言
い

みせーた

ん
 

。 

山口
やまぐち

さのー、ちゅばちなかい思
うむ

いぬ変
か

わ、二
た

年


ぬ

間
えーだ

なかい沖縄
うちなー

ぬ風
ふー

儀
じ

習
なら

たい、御
う

城
ぐしく

・霊
たま

御
う

殿
ん

・ゆー

りぬ創
ちゅく

い方
かた

ま調
しら

びみそーち、うぬ上
ー

に難
むちか

さる

うむる御
う

そーしまん読
ゆ

どーいみせーん。 

 我
わ

ーが、昭
しょー

和
わ

二
に

十
じゅー

五
ぐ

年
にん

、熊
くま

本
もと

裁判
さいばん

長
ちょー

辞
や

み居


み

せーたる山口
やまぐち

加那
が な

志
しー

達
たー

んかいぬばがたぐ、大
でー

事
じ

な

嬉
うっ

さしみそーち、うぬ『歌巻
うたまき

』我
わ

んにんかい御
う

賜
たび

み

せーたん
 

。 

うん人
ちょ

ー、「那
なー

覇


ー、千
ち

葉
ば

、浦
うら

和
わ

、前橋
まえばし

やかんまぎさ

る町
まち

やん思
うむ

ゆん。うれー、赤
あか

瓦
がーら

ぬ家
やー

熱帯
ねったい

樹
じゅ

ぬ

間
えーだ

から見
み

ーゆるまぎ御
う

墓
はか

んあたい、デパートか反
たん

物
むぬ

屋
やー

ん多
うほー

くある清
ちゅ

らさる町
まち

やん。」言
い

ちょーいみ

せーたん
 

。 

「大和
やまと

言
こと

葉
ば

琉
りゅー

球
きゅー

の言
こと

葉
ば

二
ふた

つながら使
つか

い給
たま

ふここ

の人
ひと

の羨
うらや

ましさ。」「笑
わら

い顔
がお

むけ暖
あたた

かくものを言
い

は

せども言
こと

葉
ば

分
わ

からねばわが心
こころ

寒
さむ

し。」んち、読
ゆ

どー

いみせーん
 

。 

沖縄
うちなー

ぬ事
く

墨
しみ

習
なれ

ーしみそーち、肝
ちむ

心
ぐくる

分
わ

かとーいみせー

る大
でー

事
じ

な優
すぐ

り者
むん

やみせーん。   

（終
う

わい） 

 

此
く

ぬ頃
ぐる

んしぬ色々
いるいる

ぬ思
うむ

い 五木田秀夫（藤沢市） 

  

 金木犀
きんもくせい

ぬ花
はな

ぬ、香
かば

かじゃそーたしが、夕
ゆー

びぬ雨
あみ

さ

ーに、花
はな

ー、い小
ー

散
ち

り無
ね

ーやびらん。 

庭
なー

なかえー、うぬ花
はな

ぬ粉
くー

や、黄
く

金
がに

ぬ如
ぐと

ーる色
いる

やしが、

絨
じゅー

毯
たん

敷
し

ちぇーんねーっし、落
う

とーいびーん。何
ぬー

が

やら、さくみんちゅしぇー、う
 

けーいけーいさび

ーん
 

。 

 我
わ

っ達
たー

次
じ

男
なん

ぬ雄
ゆー

司
じ

が、此
く

ぬ世
ゆー

失
うしな

、なー、四
ゆ

月
ちち

経
た

ちゅんそーいびーん
 

。 

うりが童
わらび

そーいに、我
わ

んねー、ーさーに建
た

たる１
いち

Ｄ
ー

Ｋ
けー

アパート、アパート授
さざ

かいる仕
し

事
ぐ

「管
かん

理
り

人
にん

」

っし暮
く

らちょーいびーたん。今
なま

ぬ家
やー

んかい移
うち

来
ち

ゃ

る際
ちわ

に、うぬ家
やー

ぬ「なー一
ー

ちぬ座
じゃー

んかい入
い

っち済
し

む

がやー。」ん、うぬ童
わらび

ぬ言


たる言
く

葉
ば

、我
わ

んねー、思
うび

出


じゃちょーいびーん。 

又
また

、うぬ童
わらべ

ー、庭
なー

、さんさなーが、鳴
な

ちゅる時
じ
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分
ぶん

ねー、「さんさなーや、あんし鳴
な

ちゅしが、ーや、

ゆんがしまさんでー思
うむ

てー居


らんがやー。」ん言
い

ち、

家人衆笑
やーにんじゅわら

ーさびたん

 

。 

 うぬ次
じ

男
なの

ー、四
し

十
じゅー

三
さん

ぬ歳
し

やいびーたしが、「肺癌
はいがん

」

ぬ 病
やんめー

から脳
のー

んかい移
うち

、医者
い さ

ー、治
のー

しゆーさびら

んたん
 

。 

うりが女
ゐなぐ

ん子


ー、我
わ

ん孫
まが

やいびーしが、次
じ

男
なぬ

んか

い似
に

ち、笑
われー

顔
がお

ー、並
な

みぬむのーあいびらん。いっぺ

ー器
ち

量
ろー

やいびーん。「目
みー

ぬ中
なーか

なかい入
い

っん病
や

ま

ん。」言


る言
く

葉
ば

ぬ通
ー

い、我
わ

んねー、いっぺー愛
かな

さそ

ーいびーん
 

。 

 「父
ちち

の日
ひ

」や、丁
ちょー

度


、うぬ孫
まが

、うりが男
ゐきが

ぬ親
うや

、別
わか

りーる日
ー

やいびーたん。 

あんし、うぬ孫
まが

ー、棺箱
んばく

なかい「世
し

界
けー

、ちん

一
ー

ちぬ花
はな

」ん言


るオルゴール入
い

りゆんち、しこー

持
む

っち来
ち

ぇーいびーたん。 

 我
わ

んねー、今
なま

ー、何
ぬー

すしんちるだいし力
ちから

ぬ出


じや

びらん。生
い

ちちが居


ら、生
い

ちちょーん、肝
ちも

ー、此
く

ぬ

世
ゆー

なかい、無
ね

ーんん思
うま

ーりやびーん。 

 次
じ

男
なん

ぬ棺箱
んばく

なかい、我
わ

んねー、手


紙
がみ

書
か

ち入
い

っとー

ちゃびたん
 

。 

「なー、なー一
ー

ちぬ座
じゃー

んかい入
い

っち済
し

むんどー。勇
いさ

み立
た

っち逝
い

きよーやー。我
わ

んにん、何時
い ち

かー逝
い

ちゅく

やー。ーんかい、オマル・ハイヤムぬ「詩
し

」送
うく

ら

やー
 

。 

『無
ね

ーらんしんかいん手
ー

ぬわたぬ中
なーか

なかい風
かじ

ぬ有
あ

い、有
あ

しんかえー、破
や

ん不
ふ

足
すく

びけーん有
あ

る。無
ね

ーらん思
うむ

いねー、有
あ

るうっさぬむんぬ有
あ

い、有
あ

ん

見
んー

じーねー、有
あ

るうっさぬむのー無
ね

ーらん。』 

ー骨
くちぇ

ー、ちむえーぬあ、我
わ

ん男
ゐきが

ぬ親
うや

ぬ、五
ぐ

十
じゅー

年
にん

忌
ち

ぬ御
う

焼香
すーこー

ぬ当
あ

たいる霜月
しむちち

ぬ二十日
は ち か

に、甕
かーみ

なかい

納
さ

みゆんちやんどーやー。 

うぬ日
ー

ぬ朝
あさ

ー、経
ちょー

文
むん

読
ゆ

まん如
ぐ

、散山
さんやま

節
ぶし

さーに、

ー送
うく

取


らすんち思
うむ

とーんどー。」んち、書
か

ちゃびたん

 

。 
 

 誠
まく

かや実
じち

か 我
わ

肝
ぢむ

ふりぶり 

        寝覚
に ざ

み驚
うる

ちぬ 夢
ゆみ

ぬ心
くく

地
ち

 

       （終
う

わい） 「２０１１年１０月１０日記」  

 
 

 

 
あかばなー 

 

 

 
 

沖縄
うちなー

口
ぐち

ぬ係
かか

わい   長谷川トビアス（大田区） 

 

はいさい。我
わ

んねー、トビーん、呼
ゆ

ばっとーる者
むん

やいびーん
 

。   

五
ぐ

年前
にんめー

に、日
に

本
ほん

語
ご

習
ない

ゆんち、スイスから来
ち

ゃーびた

ん。勉
びん

強
ちょー

そーいねー、ーくる分
わ

からんたる日
に

本
ほん

ぬ

中
なーか

ぬ沖縄
うちなー

、うりからアイヌぬ事
く

ん、いなー分
わ

かい
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る如
ぐ

成
な

いびたん。 

あんし、今
くん

度
ど

ー、言
く

葉
ば

んい小
ー

習
なら

見
んー

でーやーん思
うむ

とーいびーん
 

。 

 我
わ

んが暮
く

らちょーたるスイスぬ町
まちぇ

ー、ドイツ語
ご

使
ちか

いる島
しま

やいびーしが、ドイツぬじょーま言
く

葉
ば

とー、変
か

わとーいびーん
 

。 

やいびーしが、一
ちゅ

人
い

立
だ

ちする言
く

葉
ば

（独立言語）っし

ぇー、考
かんげ

ーらってー居


いびらん。 

 今
なま

ま勉
びん

強
ちょー

っし分
わ

かたしぇー、沖縄
うちなー

口
ぐち

スイスぬ

島
しま

言
く

葉
ば

似
に

ちょーる所
くる

やいびーしが、此
く

ぬ二
たー

ちぇー、

なー銘銘
めーめー

ぬじょーま言
く

葉
ば

とー、いっぺー変
か

わとーる

事
く

やいびーん。 

スイスぬ小
くー

さる島
しま

なかえー、いっぺー変
か

わとーる島
しま

言
く

葉
ば

んちゃっさんあいびーん。 

又
また

、沖縄
うちなー

ぬ「小
ー

」ん言


る「接
せつ

尾
び

語
ご

」ぬあいびーし

が、スイスぬ島
しま

言
く

葉
ば

んかいん「小
ー

」ぬ如
ぐと

ーるむんぬ

あいびーん
 

。 

例
た

れー、「写真
しゃしぬ

」んかえー、「写真
しゃしん

」でー言


ん如
ぐ

、「写
しゃ

真
しん

小
ー

」ん言
い

ちょーいびーん。言


ーにん及
うゆ

ばん、沖
うち

縄
なー

口
ぐち

スイスぬ言
く

葉
ば

ー、文法
ぶんぽー

や、似
に

ちぇー居


いびらん
 

。 

 沖縄
うちなー

口
ぐちぇ

ー、色々
いるいる

ーりきさる所
くる

ぬあいびーく、

なーん沖縄
うちなー

口
ぐち

ぬいっぺー変
か

わとーる所
くる

見
み

ー出


じ

ゃし欲
ぶ

さん思
うむ

とーいびーん。 

   （終
う

わい） 

我
わ

っ達
たー

たーりーや軽便
けーびん

鉄道
てつどー

ぬ運転手
うんてんしゅ

 

内田善子（八千代市） 

 我
わ

っ達
たー

あやーや、ラジオ沖縄
おきなわ

ぬ、「 暁
あかちち

でーびる」

ん言


る番組
ばんぐみ

聞
ち

ちゃがちー、目
みー

くやーうさがか

ら、っちーや始
はじ

まいびたん。 

やいびーしが、うぬあやーや、体
からた

ぬ按配
あんべー

ぬ悪
わる

く成
な

、

医者
い さ

ぬ屋
やー

ぬ厄介
やっけー

成
な

無
ね

ーやびらん。 

やっかっ、医者
い さ

ぬ屋
やー

から出


じらりーる明日
あちゃ

ん言


る日
ー

に、ベットから落
う

、骨
ふに

折
ー

無
ね

ーやびらん。 

なー、うんにーから医者
い さ

ぬ屋
やー

かい入
い

っちゃい出


じたい

そーいびーたん
 

。 

始
はじ

めー、ーぬ家
やー

から近
ち

ちゃさる「那覇
な は

市
し

立
りつ

病
びょー

院
いん

」

やいびーたん。うぬ後
あ

、壷
ちぶ

川
がー

ぬ病
びょー

院
いん

かい移
うち

、あん

しから「南
なん

部
ぶ

徳
とく

洲
しゅー

会
かい

病
びょー

院
いん

」かい行
い

ちゃびたしが、

なー、家
やー

からー、たった遠
ー

く成
な

いびたん。 

うぬあやーや、うんにーまんぐるから、戦
いくさ

此
く

ぬ

世
ゆー

失
うしな

みそーちゃるたーりーが、我
わ

ん迎
んけ

ーいがめんそ

ーちょーん言
い

ちゃい、早
ー

くたーりーにーかい行
い

ち欲
ぶ

さん言
い

みしぇーびーたん。 

たーりーや、三
さん

十
じゅー

一
いち

ぬ歳
し

にまーしみそーちゃく、

孫
まが

やかん若
わか

さるちむえーやいびーさ。あんすく、

うぬあやーや、めー成
な

たる我
わ

んにんかえー、行会
いちゃ

ゆ

ーさん筈
はじ

ん言
い

ちょーみしぇーびーたん
  

。 

うぬ頃
くる

、又
また

、別
びち

ぬ医者
い さ

ぬ屋
やー

かい行
い

ちゅる如
ぐ

成
な

いび
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たん
 

。 

なー、今
くん

度
ど

ー、此
く

りっし終
う

わいが成
な

いら分
わ

からんしが、

糸
いちゅ

満
まん

なかいある「西崎
にしざき

病
びょー

院
いん

」かい移
うち

やびたん。 

なー、うぬあやーや、たったかにはん、八
はち

十
じゅー

九
くー

ぬ歳
し

にまーしみそーちゃん。 

 あやーが、此
く

ぬ世
ゆー

失
うしな

みそーち、一
ちゅ

年


経
た

っちから、

沖縄
おきなわ

タイムスぬ新聞
しんぶん

記事
き じ

なかい、我
わ

っ達
たー

たーりーが、

若
わか

さるまんぐるぬ写真
しゃしん

ぬ載
ぬ

とーいびーたん。 

 実
じちぇ

ー、るましー事
く

、昔
んかし

あたる軽便
けーびん

鉄道
てつどー

ぬ稲
な

嶺
んみ

駅
えき

舎
しゃ

前
めー

、駅
えき

ぬ相
えー

中
じゅー

まじゅーん抜
ぬ

じぇーる記
き

念
ねん

写真
しゃしん

やいびーたん。 

うぬ記
き

念
ねん

写真
しゃしん

ん言


しぇー、戦
いくさ

ぬばんじやたる筈
はじ

やしが、沖縄
うちなー

、アミリカー兵隊
ーたい

が、拾


ってーる

アルバムぬ中
なーか

なかい入
い

っちょーたる写真
しゃしん

やいびー

たん。 

うぬアルバモー、うぬ兵隊
ーたい

が、アミリカかい持
む

っち行


じ、大切
てーしち

にかじみてーる物
むん

やいびーたん。六
るく

十
じゅー

五
ぐ

年
にん

経
た

っちゃるんちゅ、アルバムぬ主
ぬーし

んかい返
けー

ち取


らし

んち、沖縄
おきなわ

タイムス社
しゃ

んかい送
うく

らっ来
ち

ょーる物
むん

や

いびーたん
  

。 

うぬアルバムぬ 主
ぬーしぇ

ー、誰
たー

がやら分
わ

からんく、沖縄
おきなわ

タイムス社
しゃ

んかい置
う

かっとーいびーん。 

なー、いっぺーるましー事
く

やいびーさ。うぬアルバ

ムなかい、ちん一枚
いちめー

我
わ

っ達
たー

たーりー写真
しゃしん

ぬ入
い

っち

ょーいびーたん
 

。 

あやーや、あぬ世
ゆー

、たーりーんかい行逢
いちゃ

ゆるく

とー成
な

らん筈
はじ

ん言
い

みしぇーたしが、我
わ

んにんかい

行逢
いちゃ

たんどーんち、知
し

らちょーるちむえーやいびーん

でーやーたい
 

。 

我
わ

っ達
たー

たーりーや、軽便
けーびん

鉄道
てつどー

ぬ運転
うんてん

手
しゅ

やたんぬ

事
く

やいびーん
 

。 

あんし、うぬ稲嶺
なんみ

駅
えき

ん言


しぇー、あやーが、まー

しみそーちゃる「西崎
にしざき

病
びょー

院
いん

」ぬ近
ちちゃ

くんかいあたん

ぬ事
く

やいびーん。 

我
わ

んねー、あやー見
み

ー舞
め

ーしーが行
い

ちゅる場
ばー

ねー、糸
いちゅ

満
まん

かい行
い

ちゅるバスんかい乗
ぬ

とーいびーたん。此
く

ぬバ

スぬ通
ー

とーる道
みちぇ

ー、昔
んかし

、軽便
けーびん

鉄道
てつどー

ぬ通
ー

とーたる糸
いちゅ

満
まん

線
せん

成
な

とーいびーる。 

我
わ

っ達
たー

たーりーが、持
む

っちょーたる電
でん

車
さ

やれー、思
うむ

と

ーたる通
ー

い、あぬ世
ゆー

からあやー迎
んけ

ーいがめんそーち

ぇーさやー、ん思
うむ

とーいびーん。 

あんし、我
わ

っ達
たー

あやーや、今
なま

頃
ぐろ

ー、たーりーが持
む

っ

ちょーる電
でん

車
さ

んかい乗
ぬ

、沖縄
うちなー

一
ちゅ

巡
みぐ

いそーみしぇー

る筈
はじ

やいびーん。 

なー、っ子


ぬ達
ちゃー

三人
みっちゃい

育
すだ

呉


みそーち、いっぺー

にーでーびる
 

。 

 あやーや、我
わ

んにんかい「何
ぬー

が、ーや、沖縄
うちなー

口
ぐち

ま

忘
わし

、諸
むる

大和
やま

口
ぐち

やさやー。我
わ

んねー、いっぺーし

からーさんどー。」ん言
い

ちょーみしぇーびーたん。 
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あんすく、我
わ

んねー、「なー、ちゃーん無
ね

ーやびら

んどーたい。今
なま

ー、沖縄口
うちなーぐち

忘
わし

てー成
な

らんち、うみは

ま、勉
びん

強
ちょー

そーいびーんどーたい。」んち、あやーん

かいうんぬきー欲
ぶ

さいびーん。 

（終
う

わい） 

 

沖縄
うちなー

口
ぐち

勉
びん

強
ちょー

さびら  和田晶子（我孫子市） 

 

 沖縄
うちなー

口
ぐち

始
はじ

みから、なー、五
ぐ

年
にん

成
な

いびーしが、今
なま

や

ん言
く

葉
ば

ぬ声
ー

出


じゃすしぇー、難
むちか

さいびーん。 

 ある日
ー

ぬ事
く

やいびーん。 

我
わ

んねー、あんまー肩
かた

んかい縋
しが

とーる蠅
ー

見
み

ー当
あ

た

く、手
ー

さーに追
う

ーやびたん。 

あんさく、うぬ蠅
ー

や、あんまーながにんかい移歩
あっ

ちゃびたん。我
わ

んねー、又
また

ん追
う

ーやびたん。 

今
くん

度
ど

ー、あんまー頭
ちぶる

ぬ上
ー

辺
び

んかい移
うち

無
ね

ーやびらん。 

あんしやながましーむんやいびーるやーたい
 

。 

我
わ

んねー、勉
びん

強
ちょー

会
い

習
なら

たる「ーほーゆん」

言


る沖縄
うちなー

口
ぐち

思
うび

出


じゃさびたん。 

沖縄
うちなー

口
ぐち

稽
ちー

古
く

さなん思
うむ

、我
わ

んねー、あんまー頭
ちぶる

ぬ

上
ー

辺
び

んかい縋
しが

とーる蠅
ー

んかい「ーほーゆん。ー

ほーゆん。」言


びたん。 

あきさみよー。うぬ嫌
や

な蠅
ー

や、我
わ

ん面
ちら

んかい的
ま

当
あ



、飛


っ来
ち

無
ね

ーやびらん。 

我
わ

ん「」ぬ発音
はつおん

ぬ、異
い

風
ふー

なむんやいびーたがや

ー。あんすく、我
わ

ん面
ちら

んかい的
ま

当
あ

飛


来
ち

ぇーい

びーんでーやー
 

。 

なー、此
く

れー、かんしぇー成
な

らんむん思
うむ

、我
わ

んね

ー、意地
い じ

ぬ出


じ、発音
はつおん

ぬ稽
ちー

古
く

さびたん。 

先
ま

じぇー、息
いーち

止


み、あんしから、 喉
にーー

弦
じる

ぬたば

さくー、あったに息
いーち

出


じゃち、「うい」んかい成
な

ら

ん如
ぐ

「」「」ん言
い

ち、稽
ちー

古
く

そーいびーたん。 

うね、るましー物
むん

。うぬ嫌
や

な蠅
ー

や、何処
ま ー

かいが行


じ

ゃら、居


らん成
な

無
ね

ーやびらん。 

 此
く

りからん、なーん、沖縄
うちなー

口
ぐち

ぬ稽
ちー

古
く

はまりわ

やるん、思
うむ

とーいびーん。御
ぐ

衆
すー

様
よー

、宜
ゆた

さる如
ぐ

御
う

願
にげ

ー

さびーん
 

。 

（終
う

わい） 

 
 

写真 國吉（眞） 
 
 

組
くみ

踊
い

見
んー

じゃびたん    花田匠子（相模原

市） 

 去


じゃる九月
くんち

二
に

十
じゅー

三日
さんにち

に、「世
せ

田谷
たがや

区
く

民
みん

会館
かいかん

」 

、組
くみ

踊
い

ぬ公演
こーえん

ぬあいびーたく、我
わ

んねー、うり

見
んー

じーが行
い

ちゃびたん。 

我
わ

んねー、初
はじ

み見
んー

じゃびたしが、いっぺー肝
ちむ

打
う

た

りやびたん
 

。 

声
ー

ぬ響
び

ちゅしぇー、いっぺー清
ちゅ

らさいびーたん。又
また

聞
ち

ち事
ぐ

んやいびーたん。 
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公演
こーえん

ぬ後
あ

、我
わ

んねー、國
くに

吉
よし

眞
しん

正
しょー

先生
しんしー

、うりから相
えー

中
じゅー

まじゅーん楽
がく

屋
や

かい入
い

っち行


じ、眞
ま

境
じき

名
な

正憲
せいけん

先
しん

生
しー

前
めー

んかい御
ぐ

挨拶
えーさち

うんぬきゆるく成
な

、いっぺー

大切
てーしち

な為
し

枯
か

らし御
う

賜
たび

みそーちゃん思
うむ

とーいびーん
 

。 

 組
くみ

踊
い

ぬ舞
ぶ

台
てー

や、ー清
ちゅ

らさいびーたん。 

此
く

りから、組
くみ

踊
い

にちーん、なーん勉
びん

強
ちょー

っし行
い

け

ーやーん思
うむ

とーいびーん。 

此
く

ぬ公演
こーえん

ぬ前
めー

ぬ日
ー

や、人間国宝
にんげんこくほー

照
てる

喜
き

名
な

朝
ちょー

一
いち

先生
しんしー

から三
さん

線
しん

ぬ弾習
ちなれ

ー御
う

賜
たび

みそーち、いっぺー有
あ

り難
がて

ー

事
く

やん思
うむ

とーいびーん。 

うぬなーちゃまん、我
わ

んねー、三
さん

線
しん

ぬ響
び

ちぬ宜
ゆた

さ

ぬ、我
わ

ん肝
ちむ

んかい残
ぬく

とーいびーたん。 

（終
う

わい） 

会報に出てきた語句の説明 

・なちかさん：悲しい。 
・がちーなー：ながら。つつ。     

・うんぬきゆん：申し上げる。目上に言うことの敬語。 

・うむる御
う

そーし：おもろ御そうし。沖縄最古の歌集。 

・ちゅばち：一撃。一回の打撃。 

・御
う

城
ぐしく

：首里城。王の居城。 

・霊
たま

御
う

殿
ん

：歴代琉球王の墓地。首里高校の南側にある。 

・加那
が な

志
しー

：様。尊敬の意を表す接尾辞。 

・ぬばがいん：ちょっとのぞく。ちょっと顔を出す。 

・御
う

賜
たび

みしぇーん：賜る。下さる。「呉


ゆん」の敬語。 

・～やか：より。比較の基準を表す。 

・前橋
まえばし

やかん：前橋よりも。 

・墨
しみ

習
なれ

ー：学問。 

・香
かば

かじゃ：芳香。よいにおい。 

・～さーに：で。 

・い小
ー

：少し。 

・～ねー：（～する）ように。 

・敷
し

ちぇーんねーすん：敷いてあるようにする。 

・何
ぬー

がやら：どうしたのか。どうしたわけか。 

・さくみんちゅん：足を踏み入れる。 
・うけーいけーいすん：大いにためらう。 
・ーさーに：自分で。 

・授
さざ

かいる仕
し

事
ぐ

：管理する仕事。 

・さんさなー：くまぜみ。 
・ゆんがしまさん：かしましい。やかましい。 

・治
のー

しゆーさん：治すことができない。 

・いっぺー：たいそう。非常に。たいへん。 
・ちん：ぴったり。きっちり。 

・ちん一
ー

ち：たった一つ。 

・しこーゆん：用意する。準備する。 
・ちるだいすん：落胆する。がっかりする。 

・手
ー

ぬわた：手のひら。 

・有
あ

るうっさ：あるだけ。あるかぎり。 

・骨
くち

：こつ。遺骨。 

・ちむえー：意味。わけ。 

・御
う

焼香
すーこー

：法事。回忌ごとに行う法事。 

・経
ちょー

文
むん

読
ゆ

むん：読経する。 

・誠
まく

かや実
じち

か 我
わ

肝
ぢむ

ふりぶり 寝覚
に ざ

み驚
うる

ちぬ  

 夢
ゆみ

ぬ心
くく

地
ち

：本当のことなのだろうか、私の心は呆然

として、夢から覚めて驚いた時の気持ちがする。 
 子を失った時の歌。 
・ーくる：おおよそ。大方。大体。 
・いなー：少しずつ。わずかずつ。 

・島
しま

：（島の意味は広い）村里。部落。故郷。出身の

部落。領地。島。海に囲まれた島。 
・じょーま：規格。標準。 
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・じょーま言
く

葉
ば

：標準の言葉。 

・なー銘銘
めーめー

：銘銘。各自。 

・言


ーにん及
うゆ

ばん：言うまでもない。勿論である。 

・ちゃっさん：いくらでも。 
・ーりきさん：面白い。楽しい。 
・なーん：もっと。さらに。 
・あやー：母。おかあさん。 

・目
みー

くやー：目ざまし。おめざ。朝など目を覚まし

た時に与える菓子の類。 
・うさがゆん：召し上がる。 
・っちー：一日。また、一日中。 
・やっかっ：やっと。ようやく。 
・うんにーから：その時から。 
・たった：たびたび。次第に。 
・まんぐる：頃。おおよその時を示す。 
・うんにーまんぐる：その頃。 
・たーりー：父。お父さん。 
・めんしぇーん：いらっしゃる。おいでになる。いる・
行く・来るの敬語。 
・めんそーちょーん：いらっしゃっている。 
・にー：そば。 
・たーりーにー：お父さんのそば。 
・まーすん：死ぬ。なくなる。 
・めー：おばあさん。 
・かにはんゆん：耄碌する。ボケる。 

・るましー事
く

：不思議なこと。珍しい、怪しい事。 

・相
えー

中
じゅー

：同僚。仲間。 

・まじゅーん：一緒（に）。共（に）。 

・抜
ぬ

じゅん：抜く。脱ぐ。写真を撮ることも「抜
ぬ

じゅ

ん」と言っています。最近は「撮


ゆん」と言う人が

います。 

・戦
いくさ

ぬばんじ：戦の真っ最中。 

・拾
り

ゆん：拾う。 

・かじみゆん：秘蔵する。大事にしまっておく。 
・んちゅ：一昨年。おととし。 
・しからーさん：さびしい。 

・ちゃーん無
ね

ーん：どうもない。大丈夫だ。 

・うみはまゆん：はげむ。熱心に努力する。 

・追
う

ーゆん：追う。追い払う。 

・あんさく：そうしたら。 
・ながに：背中。 
・やながましーむん：しつっこい、いやなやつ。 
・ーほーゆん：追い払う。 

・ 喉
ぬーー

弦
じる

：声帯。 

・たばさ：間。 
・くーゆん：閉じる。 
・あったに：にわかに。不意に。いきなり。 
・はまゆん：励む。没頭する。「うみはまゆん」とも
言う。 

・為
し

枯
か

らし：経験。 

・なーちゃ：翌日。 
・ー：はなはだ。非常に。とても。 

・ー清
ちゅ

らさん：ぐっと美しい。 

＊本文では、語句は活用されているのもありますので、ここに示し

ました語句とは必ずしも一致しておりません。 

 

＊参考文献 

・沖縄語辞典「国立国語研究所」 

・沖縄語辞典 内間直仁・野原光義 編著 

・Okinawan-English Wordbook  Mitsugu Sakihara 

「University of Hawaii Press」 

・広辞苑「岩波書店」 

・新公用文用字用語例集「内閣総理大臣官房総務課監修」 

事務局から 

 記念号ということで、６名の方々が投稿されました。ありがとう

ございました。スイスから来られたトビーさんも、少し「うちなー

ぐち」で書いていただきましたね。ありがたいです。 
 かつて、作家井上ひさしさんが、母校の上智大学で講義された時

の講義録の中に、「一番読みやすく、書きやすく、正確で、しかも

潤いがある、そういう日本語を見つけよう。」ということが書かれ

ております。このことから学んで、「うちなーぐち」においても、

同様に次世代の若い方々にも渡していける、きちんとした会報作り

を目指したいと思います。 
この会報は、「うちなーぐち」にご関心があれば、会員以外の方

でも投稿できます。 
原稿は趣旨を変えないで、手直しをする場合がありますので、ご理

解を賜りますようお願いします。そして大変恐縮ですが、原稿料は

お支払いできませんので、会報を寄贈して薄謝に代えさせていただ

きます。國吉（眞） 
絵 花田匠子「沖縄語を話す会会員」 



                   沖縄文字一覧と用例 
赤い字はこの号で使った字です 

[tu]  い（鳥）、う（音）、みー（夫婦） 
 

と[to]  とーふ（豆腐）、とーばる（桃原） 

[hwe] ー（南）、にーでーびる（有難うございます）

 

へ[he]  へい（おい「目下への呼びかけ」） 

[du]  し（友人）、や（宿）、ー（自分） 

 

ど[do]  どーぐ（道具）、まんどーん（たくさんある） 

[ ja]＊ ー（君、お前）、ん（言わない） 

 

や[ ja]  やー（家）、やん（である） 

[ti]  ーち（一つ）、ーだ（太陽）、ん（空） 

 

て[te]  てーく（太鼓）、てーしち（大切） 

[ ju]＊ ん（言う） 

 

ゆ[ ju]  ゆんたく（おしゃべり） 

[di]  ふ（筆）、ぬーー（喉）、きやー（秀才） 

 

で[de]  でーじ（大変なこと）、ちょーでー（兄弟） 

[ jo]＊ ーいー（おさな子） 

 

よ[ jo]   よーんなー（ゆっくり） 

[kwa] じ（火事）、っちー（ごちそう） 

 

か[ka]  かじ（風）、かんない（雷）、かーま（遠方） 

[ wa]＊ ー（豚）、ーちち（天気） 

 

わ[ wa]  わーむん（私のもの） 

[gwa] にんん（念願）、んく（頑固） 

 

が[ga]  がんちょー（眼鏡、めがね）、しがた（姿） 

[ wi]＊ ー（上）、ーりきさん（面白い） 

 

ゐ[ wi]  ゐきが（男）、ゐなぐ（女） 

[kwi] ー（声）、さっー（咳）、ゆん（呉れる） 

 

き[ki]  きー（木）、きゆん（蹴る）、きぶし（煙） 

[ we]＊ ーきー（金持ち）、んちゅ（ねずみ） 

 

ゑ[ we]  ういゑー（お祝）、わじゃゑー（災い） 

[gwi] ーく（越来「地名」） 

 

ぎ[gi]  かーぎ（容ぼう） 

[ N]＊  み（梅）、に（稲）、なじ（うなぎ）

 

ん[ N]   んに（胸）、んみ（嶺井「地名」）、んな（港）

[kwe] ー（鍬）、からじー（髪きり虫） 

 

け[ke]  けー（かゆ）、ちけー（使者） 

[ i]＊  ん（縁）、だ（枝） 

 

い[ i]   いん（犬）、いーび（指）、いちゅん（行く）

[gwe] ったい（ぬかるみ） 

 

げ[ge]  げー（害）、にげー（願い） 

[ u]＊  （夫）、ーじ（さとうきび） 

 

う[ u]   う（音）、うーび（帯） 

[hwa] ー（葉）、なー（那覇） 

 

は[ha]  はる（畑）、はぎもー（荒地） 

[ e]＊△ ーま（八重山）、ーじ（八重洲） 

 

え[ e]△  えーさち（あいさつ）、えーじ（合図） 

[hwi] じゃい（左）、ー（いるか） 

 

ひ[hi]  ひやみかすん（えい、と言う） 

お[ o]   おーじ（扇）、おーさん（青い） 

 

を[ o]   をーじ（王子）、をーれー（往来） 

[ ]内は沖縄語辞典による読み方  []は声門破裂音のあること、[]は声門破裂音のないことを示す。     
＊ は単語の語頭だけに用います。語頭以外では用いません。 
       例 ○い（鳥）、×    
△ 音の出だしに、僅かにｉをひびかせます。 （自由使用とされていますので、使用許可は要りません。） 


